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（イラスト：土で作った酉の形の鈴）
新年 明けましておめでとうございます。
皆様には、清々しい新春をお迎えのことと、お喜び申し上げます。日頃は、障害福祉センターハートフルに暖かいご支援、ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、昨年は、熊本県、鳥取県と西日本で大きな地震が発生し、大きな被害が発生しました。近畿地方においても、南海トラフ巨大地震が、今後３０年以内に７０％の確率で発生すると予測されています。この地震が太平洋岸で発生した場合、専門家の意見では、津波の被害も甚大になるとのことです。行政においては、計画的な災害対策を行っていただいているところですが、私たち一人ひとりもしっかりと災害時の対応として、連絡手段や方法、避難所等への経路確認、備蓄品と保管場所の確認、非常持ち出し品の準備などを確認しておく必要があります。今後もハートフルでは、避難訓練等を通じ、いざという時に備えてまいりますので、ご協力をよろしくお願いいたします。

障害福祉センターハートフルが、今後もより一層、皆様の身近な存在として、また、皆様の信頼を頂けるよう努めてまいりますので、どうぞよろしくお願いします。年頭に当たり、皆様方のご多幸とご健勝を祈念し、新年のご挨拶とさせていただきます。ハートフル所長　浅川　孝
ハートフル作品展を開催しました！

平成２８年１２月４日（日）～１０日（土）の間、１階ロビーにて「ハートフル作品展」を開催しました。

　作品展の全体写真です。地域活動支援センターⅡ型(右側)、生活介護ハートフル（中央右側）、ハートフル講座の「陶芸」（中央左側）、「絵画」と「パソコン講座」（左側）の作品を展示しました。
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（写真：作品展全体を写した写真）
地域活動支援センターⅡ型
作業・訓練で作られたコースターやアームカバー、クロスステッチ、ペーパークラフトなどの作品を展示しました。一部、お持ち帰りいただけるもの（コースター、封筒）もありました。
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　（写真：地活で作られた作品が展示されています）
生活介護ハートフル
創作活動で作った電車や赤富士などの貼り絵や、ぶどうの形の色画用紙に丸めて色付けした紙を貼った作品、ハロウィンのペーパークラフトなどを展示しました。
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　（写真：生活介護で作られた作品が展示されています）

ハートフル講座「絵画」「陶芸」「パソコン講座」
「絵画」講座からは、テーマを特に設けず描かれた「自由画」を壁面右側に展示しました。

「陶芸」講座からは、クリスマスツリーの形をしたキャンドルスタンドやブローチ、2017年干支の酉を並べて展示しました。

「パソコン講座」からは、壁面左側より講座で完成したサンタクロースの絵（ワードでアート）や、カレンダー（ワードⅠ、ワード応用）、テーブル左側より、ポチ袋（エクセル基礎）、ギフトボックス（ワードⅡ）、血圧や体重をグラフにした健康管理表などの冊子（エクセルで作品づくり）を展示しました。　※（　）内は講座名です。
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（写真：絵画講座、パソコン講座で作られた作品を展示しています）[image: image6.jpg]


（写真：陶芸講座で作られた作品）

センス良く配置された図柄（イラストなど）とその配色によって、作品ごとにずいぶん印象が異なり、作り手の個性が光る作品になりました。
展示期間中、多くの方にお越しいただき、ありがとうございました。受講した皆さんの励みになるような感想をたくさんいただきました。
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（イラスト：パソコンをしている女性）

１０月からスタートした平成２８年度後期のハートフル講座も半分の日程を終えています。

開講している８講座（さらにパソコン講座は３コースに分かれています）のうち、３講座の作品を展示しました。

平成２９年度も４月からハートフル講座(前期)を予定しています。詳しくは、広報いばらき３月号をご覧ください。
　貸館登録団体紹介
　ハートフルの貸館をご利用されている団体を紹介しています。　シリーズ第５回目を飾るのは「点訳サークル　てんてん」です。
　「点訳サークル　てんてん」

発足は２０１１年１月。茨木市が開催する「点字入門講座」「点訳基礎講座」の修了生が集まって作りました。現在、１５人程がそれぞれ微力ながら活動しております。

「視覚に障害を持つ方々に、点字による情報提供をしたい」という目的のもと、身近なさまざまな情報を点訳し、提供しています。点訳は、点字器を使っての手打ちとパソコン点訳の両方で行っています。講座のお手伝いもさせていただいています。
[image: image8.jpg]


（写真：手打ちによる点訳の様子）
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（写真：点訳講座受講生へ助言をしている場面。立っている人が、サークルの会員です。）
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（イラスト：点字とひらがなで「てんてん」を表記した。）

（機関紙ハートフル第１３号　終わり）
